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１道路

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準を示しています。
※本データは、ユニバーサルデザインの手掛かりとして、下の関係法令・資料等を参考に整理したものです。

・道路構造令の解説と運用 ・土木設計マニュアル［道路編］
関係法令・資料等 ・移動円滑化ガイドライン

【歩道のすりつけ】

縦断・すりつけ勾配

・縦断勾配５．０％以下（やむを得ない
場合でも縦断勾配８．０％以下）

・横断歩道接続部では、１．５m程度の
水平区間を設ける

【歩道など】（セミフラット・マウントアップ型）

有効幅員

・歩行者交通量が多い道路
歩道W＝３．５m以上
自転車歩行者道W＝４．０m以上

・その他道路
歩道＝２．０m以上
自転車歩行者道W＝３．０m以上

横断勾配（歩道など）

・２．０％以下
（透水性舗装の場合は１．０％以下）

歩車道境界部の段差

・車道側２cm歩道側２cm（歩道）
・車道側０cm歩道側２cm（自転車
歩行者道の自転車横断帯等と接す
る部分）

・車いす使用者、視覚障害者、高齢者
等、行動特性を歩車道境界部の段
差に対する評価を十分把握したう
え、さらに望ましい構造について
検討するのが望ましい

１
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動
空
間
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【歩道及び自転車歩行者道の形状】

●フラット型

（縁石高１５cm以上）

●セミフラット型

（歩道高５cm、縁石高１５cm以上）

●マウントアップ型

（バス停留所部分等）

（歩道高１５cm以上、縁石高１５cm以上）

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準を示しています。
※本データは、ユニバーサルデザインの手掛かりとして、下の関係法令・資料等を参考に整理したものです。

・道路構造令の解説と運用 「道路の移動円滑化整備ガイドライン」 大成出版社
関係法令・資料等

・移動円滑化ガイドライン （編集・発行／財団法人国土技術研究センター、初版：２００３．５．３０）

【車両乗入れ部の構造】
（マウントアップ型の場合）

歩車道境界部の段差

・車道側２cm歩道側５cm
・車いす使用者・視覚障害者・高齢者
等の行動特性と歩車道境界部の段
差に対する評価を十分把握したう
えで、さらに望ましい構造につい
て検討するのが望ましい

車両乗入部

・勾配１０％以下
（やむを得ない場合でも１５％以下）
・平たん部W＝２．０m以上
（少なくとも１．０m以上）
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幅 1 ㎝ 以 下 

２排水施設

３植樹帯

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準を示しています。
※本データは、ユニバーサルデザインの手掛かりとして、下の関係法令・資料等を参考に整理したものです。

・土木設計マニュアル［道路編］
関係法令・資料等 ・道路緑化技術基準・同解説

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準を示しています。
※本データは、ユニバーサルデザインの手掛かりとして、下の関係法令・資料等を参考に整理したものです。

・土木設計マニュアル 「道路の移動円滑化整備ガイドライン」 大成出版社
関係法令・資料等 ［道路編］ （編集・発行／財団法人国土技術研究センター、初版：２００３．５．３０）

・移動円滑化ガイドライン

【側溝・集水桝蓋】

形状・寸法

・JIS 規格に準じる
材料

・十分な強度を有し、歩行性、耐久性、耐摩耗性に優
れたものとする

グレーチング蓋

・平たんかつ滑りにくい仕上げとする
・車いすのキャスターやヒール、杖等が落ち込まな
い目の細かいものとする

・桝蓋は清掃等を考慮し、W＝５０kg／枚程度とする

道路緑化の機能

装飾機能
遮へい機能

景観向上機能
景観統合機能
景観調和機能

交通騒音
低減機能

生活環境保全機能

大気浄化機能

緑陰形成機能

道路緑化
の機能

遮光機能
視線誘導機能

交通安全機能 交通分離機能
指標機能
衝撃緩和機能

自然環境保全機能

防災機能

植樹帯幅員

・歩道部、分離帯等
W＝１．５m以上
分離帯等にて花壇等を設置する場
合は、この幅員以下でも可

材料

・樹木
道路空間規模、地域特性、気候、気
象条件、歩行者への影響等を留意
したもの

・草花
樹木に準じるが、観賞期間等を考
慮したもの

植栽間隔

・標準値（樹高５．０m～１０．０m）
W＝７．０m～８．０m

・小型樹種（樹冠幅３．０m程度）
W＝５．０m～６．０m

・特大木（枝張り２０m以上）
W＝１０．０m以上

１
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４防護柵

５屋外照明

※本データは、ユニバーサルデザインの手掛かりとして、下の関係法令・資料等を参考に整理したものです。
・土木設計マニュアル［道路編］

関係法令・資料等
・防護柵設置基準

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準を示しています。
※本データは、ユニバーサルデザインの手掛かりとして、下の関係法令・資料等を参考に整理したものです。

・移動円滑化ガイドライン
関係法令・資料等

設置区間・種別

・防護柵設置基準に適合した形で設置
その他

・転落防止を目的とした歩行者自転車柵は、よじ登り防止のため
縦桟構造とするのが望ましい

歩道の照明

均斉度：０．２以上
均斉度：（当該歩道路面上の水平面照度の最小値を平

均値で除した値）
立体横断施設等の照明

・横断歩道橋 照度：２０lx
・地下横断歩道 照度：出入口１００lx 以上

（入口から出口が見通せないものに限る）
階段及び通路５０lx 以上

その他施設の照明

JISZ９１１０照度基準を参考に、適切な明るさとする
灯具の選定

照明器具の輝度が高いと歩行者は不快グレアを生じ
ると同時に、場合によっては視機能の一時的低下を
招くため、照明器具の輝度は６，０００cd/m２を超えては
ならない

夜間の歩行
者交通量

地 域
照度（lx）

水平面
照 度

鉛直面
照 度

交通量の
多い道路

住宅
地域 ５ １

商業
地域 ２０ ４

交通量の
少ない道路

住宅
地域 ３ ０．５

商業
地域 １０ ２

・鉛直面照度は、歩道の中心線上で路面上
から１．５mの高さの道路軸に対して直角
な鉛直面上の最小照度
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６駐車場・駐輪場

●一般駐車スペース

●車いす使用車用駐車スペース

●駐輪スペース

歩行者専用出入口

・有効８０cm以上
車路の幅員

・すれ違いの車路：５５０cm以上
・一方通行の車路：３５０cm以上

建築物である駐車場の照度

・車路床面：１０ルックス以上

駐車スペースの数量

幅員

・片側配列：L１＝６０cm×台数
・千鳥配列：L２＝３０cm×台数

屋根の高さ

・１９０cm以上

全駐車台数 車いす使用者用
駐 車 区 画

１～５０ １

５１～１００ ２

１０１～１５０ ３

１５１～２００ ４

２０１～ 全駐車台数×
１％＋２

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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●駐車場の設計例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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７アプローチ・敷地内（公園内）通路

［出入口］

●車止めを設けない場合

●車止めを設ける場合

【園路】

縦断勾配

・４％以下（やむを得ない場合 ８％以下）
横断勾配

・１％以下（やむを得ない場合 ２％以下）
幅員

・１８０cm以上
車いす転回スペース

・通路の幅員が１８０cm以上確保できない
場合は、少なくとも１２０cm以上とし、５０m
以内ごとに縦、横それぞれ１５０cm以上の
空間を確保する

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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［園路］

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準を示しています。
※本データは、ユニバーサルデザインの手掛かりとして、下の関係法令・資料等を参考に整理したものです。

・都市公園の移動等円滑化整備ガイドライン（国土交通省）
関係法令・資料等
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８玄関・出入口

●建物玄関の設計例

●自動ドアの感知方式の例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。

１
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●開き戸及び引き戸の寸法 ●外開き戸

●戸の開き方によるスペースの取り方

●戸の握り手 ●指つめ防止の例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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９廊下

■通路

●廊下等の有効幅（参考データ―）

●廊下等の設置例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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１０階段

●階段の形式

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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●手すりの設置例

●蹴上げ・踏み面の仕様

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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１１エレベーター・エスカレーター

●エレベーターの仕様

●車いす使用者用操作盤の例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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●エスカレーターの設置例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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１２スロープ

●スロープの形状

●すりつけの例 ●縁部の立ち上がり

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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１３手すり

●手すりの設置例

【仕様】

壁との隙間

・４cm～５cm程度
形状（大きさ）

・しっかり握る手すり 直径３cm～４cm
・立ち座り用手すり 直径２．８cm～３．５cm
・ひじや手のひらで使う手すり ６cm～７cm

【設置方法】

設置高さ

・７５cm～８５cm程度
できれば！

２段手すりを設置

・８５cm程度と６５cm程度
・下段手すりは径の１／２外側

【横断歩道橋】

・冬期に圧雪、または凍結の恐れがある階段およ
び斜路で幅員が３m以上ある場合には、その中
間にも手すりを設けるのが望ましい

・身体障者の利用の多い地域においては、必要に
応じて階段等以外の部分にも手すりを設置する
ことが望ましい

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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１トイレ・洗面所 ２みんなのトイレ

●トイレの設計例

【仕様】
ブースの大きさ

・直径Φ＝１５０cm以上
出入口扉

・幅員W＝８０cm以上
できれば！ W＝９０cm以上

鏡

・床上H＝８０cm程度

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。

２
利
用
空
間
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●男子小便器

【男子小便器】
小便器には手すりを設ける

・設置例

●洗面器

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。

２
利
用
空
間
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３更衣室・シャワー室

●更衣室・シャワー室の設置例

●更衣ブースの例 ●シャワーブースの例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。

２
利
用
空
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４浴室

●浴室の例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。

２
利
用
空
間

21



５宿泊施設の客室等

●客室の例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。

２
利
用
空
間
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６観覧席・客席

●観覧席・客席の例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。

２
利
用
空
間
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７受付カウンター・水飲み場・公衆電話

●受付カウンター・水飲み場・公衆電話設置例

【受付カウンター】
（座位タイプ）

幅

・８０cm以上
奥行き

・６０cm～９０cm
上端の高さ

・７０cm程度
下部空間の高さ

・６５cm以上
下部空間の奥行き

・４５cm以上

【水飲み場】
水飲み口の高さ

・最大９１．５cm
下部空間の高さ

・最小６８．５cm
下部空間の奥行き

・４３cm～４８．５cm
水飲み前のスペース

・口＝１５０cm×１５０cm

【公衆電話】
電話台の高さ

・７０cm～８０cm
下部空間の高さ

・６５cm以上
下部空間の奥行き

・４５cm以上
出入口を設ける場合の

出入口幅の内法

・８０cm以上

子どもや車いす使用者も利用しやすいよう高さの低い
ものと高いものを併設または近接して設けましょう。

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。

２
利
用
空
間
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８授乳室等

●授乳室の例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。

２
利
用
空
間
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９操作ボタン・スイッチ等

●車いす利用者のための器具取付寸法

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。

２
利
用
空
間
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１０公園

●駐車場

●休憩所

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準を示しています。
※本データは、ユニバーサルデザインの手掛かりとして、下の関係法令・資料等を参考に整理したものです。

・都市公園の移動等円滑化整備ガイドライン（国土交通省）
関係法令・資料等

全駐車台数 車いす使用者用
駐 車 区 画

１～５０ １

５１～１００ ２

１０１～１５０ ３

１５１～２００ ４

２０１～ 全駐車台数×
１％＋２

２
利
用
空
間

27



屋根付広場 

●水飲場

●案内板の表示事例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準を示しています。

２
利
用
空
間
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１１プラットホーム・バスターミナル・バス停留所・タクシー乗降場・乗船場

●プラットホームの例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準を示しています。
※本データは、ユニバーサルデザインの手掛かりとして、下の関係法令・資料等を参考に整理したものです。

・公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン（国土交通省）
関係法令・資料等

公共交通の乗降場は、だれもが円滑に利用できなければならないのはもちろんですが、接触や転落等
の事故の危険性が高い場所であるため、安全には特に配慮が必要です
さらに快適に利用するためには、待合い場所や待ち時間にも考慮する必要があるとともに、わかりや

すい行き先の表示などにも細やかな配慮が必要です

表面は滑りにくい材料で仕上げる
縁端部には、点状ブロック等を敷設する
両端には、転落防止柵を設ける（バスターミナルを除く）
ベンチを一以上設ける ２

利
用
空
間
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●バス停留所

●バス停留所の形式

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準を示しています。
※本データは、ユニバーサルデザインの手掛かりとして、下の関係法令・資料等を参考に整理したものです。

・「道路の移動円滑化整備ガイドライン」 大成出版社
関係法令・資料等 （編集・発行／財団法人国土技術研究センター、初版：２００３．５．３０）

※フラット型の歩道における、ストレート型での整備例
※停留所が連担して、停留所付近の歩道が波打ちしないよ
うに考慮する

①バスベイ型

歩道に切り込みを入れてバスの停車帯を設ける

②ストレート型

歩道の幅員を変えることなくバスの停留所を設ける

③テラス型

車道側に張り出してバスの停留所を設ける

２
利
用
空
間
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１２改札口・通路・階段

●改札口

●通路

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準を示しています。
※本データは、ユニバーサルデザインの手掛かりとして、下の関係法令・資料等を参考に整理したものです。

・公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン（国土交通省）
関係法令・資料等

改札口は旅客の主要動線の中で、最も狭い部分であり混雑する場所です。ここをスムーズに通過でき
るようにすることが重要です
特に乗降場に至る通路や階段については、利用者も多く危険が伴うため安全面での配慮が必要です

改札口の一つ以上について、
有効幅員は、９０センチメートル以上
車いす使用に支障となる段を設けない

表面は滑りにくい材料で仕上げ、段を設
ける場合には、〔１移動空間⑩階段〕に準
じた構造とし、線状・点状ブロック等を
敷設
改札口から乗降場への通路のうち、一つ
以上は
①有効幅員は１４０センチメートル以上。
ただし、やむを得ない場合は、通路の
末端の付近の広さを車いすの転回に
支障のないものとし、かつ、５０メート
ル以内ごとに車いすが転回できる場
所を設けた上で、有効幅員を１２０セン
チメートル以上とすることができる

②高低差がある場合は、〔１移動空間
⑫スロープ〕と同様の構造とするか、
車いす使用者用特殊構造昇降機を設
けること

２
利
用
空
間

31



●階段

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準を示しています。
※本データは、ユニバーサルデザインの手掛かりとして、下の関係法令・資料等を参考に整理したものです。

・公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン（国土交通省）
関係法令・資料等

改札口から乗降場への経路に階段がある場合
は、〔１移動空間⑩階段〕と同様の構造とする

２
利
用
空
間
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１視覚情報サイン

【サインの設置間隔（遠距離を誘導する場合）】
サインの設置間隔の最短距離

概ね６m以上
見通しの良い直線部

３０cm～４０m以内

【サインの設置高さ】
遠くから見るつり下げ型

又は突出型サイン

H＝２．４m（低くても２．１m）

点字を表示する場合の中心

H＝１．３～１．４m（縦型）
H＝１．０m（傾斜型）

遠距離で見るもの

壁付型の上端

H＝２．０m（高くても２．６m）

【サインの視認距離】
遠くから視認するつり下げ型等の

誘導サインや位置サイン

２０m以上
近くから視認する自立型や壁付き

型等の案内サイン

４～５m以下

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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●視認距離別文字高のめやす

【ピクトグラム（図記号）との組み合わせ】
５m以上の視認距離で図記号と和文、英文
を組み合わせる場合の
大きさ比率
３：１：０．７５

視認距離 図記号の基準枠寸法 和文文字高 英文文字高

遠距離（３０m) ３６０mm以上 １２０mm以上 ９０mm以上

中距離（２０m) ２４０mm以上 ８０mm以上 ６０mm以上

近距離（１０m) １２０mm以上 ４０mm以上 ３０mm以上

近距離（５m) ６０mm以上 ２０mm以上 １５mm以上

至近距離（１～２m) ３５mm以上 １０mm以上 ７mm以上

【文字の書体】
遠くから見るサインの和文書体

平体１程度

【色彩環境等】
文字や図と地の明度差

５度以上

●書体の変形例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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２触覚情報サイン

●視覚障害者誘導用ブロックの形状 ●視覚障害者誘導用ブロックの一般的敷設方法

●点状ブロックの位置

点状ブロック

段差等の危険箇所・
動線の分岐点等の注
意を喚起する場所に
用います。

線状ブロック

ある方向へと誘導す
る場所に用います。

エレベーター乗降ロビー

・操作ボタンから３０cm程度離して敷設

階段・スロープ

・境界から３０cm程度離して敷設

十字路 Ｌ字路

Ｔ字路

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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①形状、寸法

JIS 規格に準じる

②材料

十分な強度を有し、
歩行性、耐久性、耐摩
耗性に優れたものと
する

③色彩

原則として視認性の
高い黄色とし、輝度
比は設置箇所におけ
る実測値とし、１．５～
２．５を確保（晴天時）
できれば！

輝度比２．０以上

④設置方法

�視覚障害者誘導用ブロックは、原則として現場加
工しないで正方形状のまま設置する

�やむを得ず誘導経路上で迂回させる場合、極端な
折点やクランクとせず、なめらかに迂回させること

横断歩道橋に
設置する場合

出典：視覚障害者誘導用ブロック設置指針・同解説

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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●点字の表現方法（エレベーター）

●点字の読み方一覧（凸面）

名称 点字 名称 点字

階床数 数字 戸閉 シメ

地下階 チカ 昇り ウエ

地下１階 チカ１ 降り シタ

屋上階 オク 非常呼 ヒジョー

戸開 アケ

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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３非常時の情報設備

非常警報装置の設置位置の一例

非常警報装置の一例

※赤字については、「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則」に規定する基準の一部を示しています。
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申請窓口

◇事前協議及び工事完了の届出が必要な場合

特定生活関連施設の新築、新設、増築、改築、大規模の修繕（建築基準法第２条第１４号に規定する大
規模修繕）、大規模の模様替（建築基準法第２条第１５号に規定する大規模の模様替）、施設の用途の変

更（施設の用途を変更して特定生活関連施設とするものに限る）

◇事前協議及び工事完了の届出の手続きについて

① 特定生活関連施設の新築などを計画
↓

② 事前協議書の提出
※建築確認申請と同時に事前協議書（２通）を提出してください
↓

③ 審査
↓

④ 指導及び助言
※整備基準に適合しない場合に、事前協議者へ行います
↓

⑤ 工事完了届出書の提出
※工事完了検査申請と同時に工事完了届出書（１通）を提出してください
↓

⑥ 特定生活関連施設（建築物）の完了検査（現地確認）
※整備基準の適合状況を検査します

◇申請窓口

特定生活関連施設（徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例施行規則で
規定されています）の新築など、または施設の用途変更を行う方は、その計画について、県（徳島市にあ
る施設については徳島市）に事前協議が必要です。
また、工事が完了した時は、県（徳島市にある施設については徳島市）に工事完了の届出が必要になり

ます。

特定生活関連施設の設置場所 提出先 審査・検査部署
徳島市 徳島市都市デザイン室 徳島市都市デザイン室
鳴門市、松茂町、板野町 東部県土整備局鳴門庁舎

県建築開発指導課

小松島市、勝浦町、上勝町、佐那河
内村、神山町、北島町、藍住町 東部県土整備局徳島庁舎

吉野川市、阿波市、石井町、上板町 東部県土整備局吉野川庁舎
阿南市、那賀町、牟岐町、美波町、
海陽町 南部総合県民局県土整備部阿南庁舎

美馬市、つるぎ町 西部総合県民局県土整備部美馬庁舎
三好市、東みよし町 西部総合県民局県土整備部三好庁舎
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